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１．概要（Summary ） 

 共役系高分子は高い製膜成を示し、連続したπ電子系

に由来して高いキャリア輸送性を示す。従来、研究対象と

なってきた共役系高分子構造は平面性が高く、構成単位

が巨大なπ共役系であることが多く、構造が複雑化する

一方であった。以上の背景から構造を抜本的に改革する

必要性を感じ、コンパクトかつ湾曲した非対称π共役系を

有し、強アクセプター性を示す縮環型アゾベンゼンホウ素

錯体を新たにデザインした。現在研究室内では、縮環型

アゾベンゼンホウ素錯体を構成ユニットとした共役系高分

子を合成し、薄膜を作製することでキャリア輸送性の検討

を行っている。そこで今回、この薄膜の構造情報や膜厚を

測定することを目的とし、X 線回折、触針式段差計を利用

した。 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 X 線回折装置、触針式段差計(CR) 

【実験方法】 

 X 線回折装置および触針式段差計(CR)を用いて薄膜

の結晶状態や、膜厚の測定を行った。試料はアゾベン

ゼンとビニレンの共重合体（Az-PPV）と縮環型アゾベンゼ

ンホウ素錯体とビニレンの共重合体（BAz-PPV）を用いた

（Fig. 1）。試料調整は高分子のクロロホルム溶液（10 

mg/1 mL）基盤にドロップキャストし、その後 80 度で 1 時

間アニーリングすることにより行った。 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

 SmartLab による微小角入射 X 線回折測定の結果、

in-plane, out-of-plane ともにπ－πスタッキングに

由来するピークは観測されなかった。これは、いずれ

の高分子もアモルファス性が高いということを示し

ている。また、触針式段差計（Dektak）を用いた測定

から、膜厚は Az-PPV と BAz-PPVでそれぞれ、8 μm

と 11 μm と算出され、いずれも平滑なフィルムを形

成できていることが確かめられた。これにより、研究

室で所蔵している time-of-flight（TOF）測定の結果

と合わせて移動度を算出したところ、電子、ホールと

もに 10−2~10−3 cm2 V−1 s−1 オーダーの数値を示すこ

とが分かった。この値は TOF で報告されている共役

系高分子の中でも大きい数値であり、アゾベンゼンを

用いた共役系高分子や非対称湾曲構造を持つ高分子

でも十分デバイスとしての応用が可能であることを

示している。 

 以上、本申請課題により、アゾベンゼンや縮環型ア

ゾベンゼンホウ素錯体を用いた共役系高分子のバルク物

性を明らかにすることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 1 Structure of compound. 
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